
古
賀　
学
校
給
食
基
本
計
画
の
素
案
が

出
さ
れ
た
が
、
旧
市
町
に
お
い
て
特
別

な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
。

有
明
市
所　

 
有
明
町
に
お
い
て
は
、自

校
給
食
制
を
と
っ
て
お
り
時
間
に
合
わ

せ
て
作
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
面
が
多
か
っ
た
。

天
草
支
所

 

天
草
町
で
は
平
成
８
年

よ
り
天
草
陶
石
の
食
器
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
割
れ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
が
、
温
か
み
が
あ
り
食
育
の
面
か
ら

も
非
常
に
い
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

古
賀　
地
場
産
業
で
あ
る
、
天
草
陶
磁

器
の
食
器
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
。

市
長　
天
草
陶
磁
器
は
日
本
の
伝
統
工

芸
で
も
あ
り
食
育
の
面
か
ら
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

古
賀　
学
校
規
模
適
正
化
推
進
計
画
に

伴
い
統
廃
合
を
行
っ
て
い
る
が
、
適
正

規
模
に
す
る
こ
と
は
、
学
力
向
上
が
目

的
で
あ
っ
た
は
ず
、
今
後
は
そ
の
検
証

も
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
県
の
高
校
再

編
計
画
に
伴
い
、
高
校
ま
で
も
が
地
域

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
通
学
困
難
も

あ
り
寮
や
下
宿
で
は
家
庭
に
か
か
る
経

済
的
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
以
前
よ
り

私
が
提
案
を
し
て
い
る
旧
本
渡
市
に
天

草
市
立
の
寄
宿
舎
（
学
生
寮
）
を
つ
く

り
、
学
校
に
隔
た
り
な
く
安
価
で
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
学
生
寮
を
今
こ

そ
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
そ
の
考
え

は
な
い
の
か
。

市
長　

県
の
考
え
方
も
そ
の
よ
う
な
方

向
に
な
っ
て
い
る
。
個
人
的
に
は
議
員

の
考
え
方
に
賛
同
す
る
。
そ
の
よ
う
な

思
い
を
持
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

【
災
害
時
の
行
政
１
１
0
番
】

古
賀　
災
害
時
が
日
祭
日
や
時
間
外
で

あ
っ
た
場
合
、
地
域
振
興
局
や
市
役
所

へ
連
絡
し
て
も
現
在
対
応
が
で
き
て
い

な
い
。
市
は
道
路
だ
け
で
は
な
く
消
防

や
救
急
業
務
、
学
校
・
病
院
な
ど
多
方

面
を
管
理
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
災
害

時
の
連
絡
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
ま
た
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
等
で

市
民
へ
の
防
災
情
報
を
発
信
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

総
務
部

 

警
察
や
消
防
の
よ
う
に

3
6
5
日
、
24
時
間
体
制
で
の
職
員
の

張
り
つ
け
は
困
難
だ
が
、
素
早
く
対
応

す
る
連
絡
体
制
は
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
市
民
へ
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
は

４
月
１
日
よ
り
W
e
b
の
駅
で
配
信
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

鎗
光　
市
民
生
活
の
安
心
を
守
る
た
め

に
は
、安
定
的
な
雇
用
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
25
年
度
施
政
方
針
「
豊
か
な
産
業

づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

農
業
で
は
、
新
規
就
農
者
や
担

い
手
の
育
成
、
確
保
を
図
る
支
援
策
を

開
始
し
た
い
。
林
業
は
、
補
助
制
度
に

よ
る
天
草
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る
。

水
産
業
も
、
種
苗
放
流
や
藻
場
造
成
事

業
を
行
い
、
資
源
の
拡
大
と
所
得
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。
各
種
産
業
の
振
興

は
、
市
民
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
雇
用

拡
大
と
地
元
経
済
浮
揚
に
不
可
欠
で
あ

る
。
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
天

草
市
を
目
指
し
て
い
く
。

【
オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
】

　
　
　
現
在
の
状
況
は
。

経
済
部
　

平
成
25
年
３
月
ま
で
、
栽

培
者
１
２
５
人
、
面
積
37
ｈ
ａ
、
本
数

１
７
、４
０
０
本
、
搾
油
機
２
台
と
な

っ
て
い
る
。

鎗
光　
カ
メ
ム
シ
対
策
に
つ
い
て
。

経
済
部
　

防
除
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
登

録
薬
剤
が
無
い
。
県
と
農
薬
登
録
拡
大

を
図
る
。

鎗
光　
収
穫
量
が
多
く
な
る
と
、
搾
油

機
不
足
が
考
え
ら
れ
る
が
。

経
済
部

 

平
成
25
年
度
に
、
天
草
工

業
高
校
と
共
同
研
究
と
し
て
、
10
Ｋ
級

の
小
型
機
の
試
作
等
を
行
う
。

鎗
光　
オ
リ
ー
ブ
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

経
済
部
長　

観
光
面
の
振
興
も
考
え
ら

れ
る
の
で
制
度
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
五
和
小
・
中
学
校
建
設
に
つ
い
て
】

鎗
光　
五
和
小
・
中
学
校
建
設
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

校
舎
、
体
育
館
建
設
工
事

は
、
平
成
26
年
２
月
竣
工
を
目
標
と
し

て
い
る
。

鎗
光　
下
流
域
の
排
水
対
策
は
。

教
育
部
長　

河
川
の
雑
草
木
の
伐
採
や

泥
の
除
去
は
早
期
の
対
策
を
計
画
し
て

い
る
。

鎗
光　
河
川
の
下
流
域
の
整
備
方
針
が

見
え
な
い
。
護
岸
工
事
を
進
め
、
樋
門

に
流
れ
込
む
水
量
を
分
散
さ
せ
る
方
法

も
検
討
す
べ
き
だ
。
流
域
に
は
住
宅
や

田
畑
も
あ
る
。
地
元
住
民
に
配
慮
し
、

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
通
え
る
学
校

を
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
嶋　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

も
探
し
て
い
る
情
報
が
見
つ
か
ら
な
い

が
、
ど
こ
の
部
署
が
管
理
運
営
を
し
て

い
る
の
か
。

企
画
部

記
事
の
掲
載
に
つ
い
て

は
、
各
課
で
記
事
を
作
成
し
、
秘
書
課

で
確
認
を
し
て
い
る
。
機
器
や
シ
ス
テ

ム
の
運
営
管
理
は
情
報
政
策
課
が
行
っ

て
い
る
。

福
嶋　
天
草
ｗ
ｅ
ｂ
の
駅
が
で
き
た
の

は
い
つ
か
。
ど
こ
が
管
理
を
し
て
い
る

の
か
。

企
画
部

総
務
省
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
委
託
を
受
け
、
平
成
20
年
度
か
ら

市
民
の
利
用
を
開
始
。
情
報
政
策
課
で

管
理
運
営
を
し
て
い
る
。

福
嶋　
天
草
ｗ
ｅ
ｂ
の
駅
の
年
間
経
費

は
い
く
ら
か
か
っ

て
い
る
の
か
。

企
画
部

お
よ

そ
１
千
万
円
。

福
嶋　
誰
で
も
使
え
る
の
か
。

企
画
部
長　

天
草
市
在
住
、
市
勤
務
、

市
出
身
者
、
市
に
関
係
の
あ
る
個
人
・

団
体
で
、
会
員
に
な
る
こ
と
で
利
用
が

可
能
。

福
嶋　
住
民
に
情
報
を
伝
え
る
た
め
に

は
、市
政
だ
よ
り
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

チ
ラ
シ
・
口
コ
ミ
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を

組
み
合
わ
せ
て
複
合
的
に
し
な
け
れ

ば
、
個
人
が
行
動
を
起
こ
す
と
こ
ろ
ま

で
い
か
な
い
と
思
う
。

福
嶋　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
れ

ば
、
市
の
情
報
は
配
信
し
て
も
ら
え
る

の
か
。

企
画
部
長　

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・

消
防
団
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
、

多
く
の
団
体
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
25

年
度
か
ら
は
、
市
民
へ
の
火
災
情
報
・

災
害
時
緊
急
情
報
を
配
信
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
な
ど
の
情
報
配

信
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

福
嶋　
﨑
津
教
会
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
の
取
り
組
み
や
・
島
民
総
お
も
て
な

し
運
動
な
ど
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
、
映
像
に
よ
る
広
報
活
動
を
し
な
け

れ
ば
、
多
く
の
住
民
の
意
識
に
届
か
な

い
と
思
う
。

安
心
し
た
教
育
行
政
と

　
　
　
　
　
災
害
時
の
行
政
１
１
０
番

雇
用
機
会
の
拡
大
と

　
　
　
　
地
元
経
済
の
浮
揚
に
つ
い
て

情
報
の
伝
え
方
に
つ
い
て

古
賀

古
賀

古
賀

古
賀

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
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鎗
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鎗
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福
嶋

鎗光秀孝
議員

【
１ 

避
難
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
】

●
現
状
の
把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

●
避
難
場
所
の
確
保
は
地
域
任
せ
に
な

っ
て
い
な
い
か
。

●
行
政
か
ら
の
予
算
措
置
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

●
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
お
こ
な
わ
な

い
の
か
。

【
２ 

漁
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
】

●
天
草
の
基
幹
産
業
（
漁
業
）
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
を
把
握
し
て
い
る

か
。

●
出
荷
調
整
・
蓄
養
で
き
る
施
設
づ
く

り
は
可
能
か
。

【
３ 

循
環
型
社
会
に
対
応
し
た
地
域
づ

く
り
】

●
天
草
の
将
来
を
見
据
え
た
バ
イ
オ
マ

ス
構
想
を
行
う
べ
き
。

●
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
。

【
４ 

体
罰
問
題
に
つ
い
て
】

●
県
教
委
、
市
教
委
か
ら
の
通
知
（
体

罰
に
関
す
る
実
態
調
査
）に
つ
い
て
。

●
指
導
と
体
罰
の
判
断
基
準
は
誰
が
行

う
の
か
。

●
第
三
者
委
員
会
の
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
再
質
問
】

１ 

災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ
く
り
事

業
が
あ
る
。

２ 

漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

構
築
事
業
が
あ
る
。
水
産
物
流
通
機

能
高
度
化
対
策
事
業
が
あ
る
。

３ 

循
環
型
社
会
に
対
応
し
た
漁
村
づ

く
り
事
業
が
あ
る
。
天
草
は
宝
島
と

し
て
、
こ
の
天
草
か
ら
出
る
産
物
は

す
べ
て
宝
に
替
え
て
行
く
と
い
う
立

場
に
立
っ
た
構
想
を
持
っ
て
取
り
組

む
事
が
必
要
と
考
え
る
べ
き
。

４ 「
体
罰
」「
懲
戒
」
を
区
別　
文
科

省
が
明
示
し
た
。

【
答
弁
】（
所
管
部
長
）

　

１
、
２
、
３
い
ず
れ
も
関
係
者
・
関

係
団
体
と
協
議
し
て
い
く
。

　

４
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
文
科
省
か

ら
の
通
知
を
受
け
て
対
応
し
て
い
く
。

【
要
望
】

　

い
ろ
ん
な
事
業
が
あ
る
担
当
課
だ
け

の
対
応
を
行
わ
な
い
よ
う
要
望
。

避
難
場
所
の
確
保
・
漁
業
の
現
状
と
課
題
・

　
循
環
型
社
会
の
地
域
づ
く
り
・
体
罰
問
題
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